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論文要約 
 
ナムイ語ゾロ方言の記述言語学的研究 
                                           
西田文信 
 
 
本論文の目的は、中華人民共和国四川省涼山彜族自治州冕寧県連合郷で話されているナ
ムイ語ゾロ（冕寧）方言を対象言語とし、包括的な記述を試みることである。四川省西部を
南北に縦断するように複雑な地形が連なる山岳地帯は、その歴史的・民族的な背景から、中
国の民族学者費孝通によって「川西民族走廊」と名付けられた。この地域は古来より多くの
民族が移動を繰り返し、さまざまな少数民族が集住している。現在この地域は、主にチベッ
ト族・羌族・彝族が多く居住しているが、以上のような背景に絡んで多くの少数言語が存在
する。ナムイ語 は、中華人民共和国四川省涼山彝族自治州の冕寧県・木里藏族自治県・西
昌県・塩源県及び甘孜藏族自治州九龍県に分布している所謂「川西民族走廊諸語 (Languages 
of the Ethnic Corridor)」のひとつである。ナムイ語の言語系統は、シナ＝チベット語族・チベ
ット＝ビルマ語派・羌語支（孫 2001: 160）とされるのが一般的であるが、未確定である。
ナムイ語の話者人口は 3,000 人で、多くは彝語と漢語を流暢に操りモノリンガルの話者は少
ない。 
ナムイ語を話すチベット族（以下、ナムイ＝チベット族と称することとする）は民国時代
までは「西蕃」、1949 年以降は「小西蕃」と称されたが、民族識別工作では蔑称であると改
められ、現在では藏族 (Tibetan) として分類されている。「西番」は主に大渡河以南から金
沙江以北の地域に分布し、「納木依」「多須」「里汝」「爾蘇」「魯蘇」「本尼洛」「須迷」
の 7 種の自称集団が存在する。歴史的な文献では、『博物志』異魯に「蜀中南高山有西蕃部
落」、『宋史』巻 49 蛮夷 4 に「至黎州……入西蕃求良馬以中市」、『冕寧県志』（咸豊 7
年編）に「冕寧聚五方之民、西蕃、猓、獏狻……雑処其地……」等の記載が見られる。 
ナムイ語を含む川西民族走廊諸語は、孫(2001:160)が羌語支の設定を確定するまではヒマ
ラヤ語支(Himalayaish)乃至は彝語支(Lolish)として分類されてきた。孫の謂う羌語支は死語で
ある西夏語を含む以下の 13 言語から成り立っている。川西民族走廊諸語の暫定的な分類は
は以下の通りである（チベット＝ビルマ諸語研究の泰斗ベルン大学の George van Driem 教
授は羌語と西夏語をチベット＝ ビルマ諸語の南支に分類しているが、筆者はプロソディー 
システムが trochaic である点、及び語彙項目に特異な形態がある点（例 ：mi「人」）に基 
づき北支に分類した）： 
 ナムイ＝チベット族には、自分たちの祖先は 400 年ほど前にラサから移住してきたとい
う伝承が広く分布している。また、ナムイは当時の某有力者の 10 人兄弟の息子達のうちの
5 人兄弟の末裔であるとの伝承も流布している。当時はナムイ＝チベット族は漢族と通婚す
べきではないとされたが、ある有力者が漢族と結婚したことでそれを快く思わない人々の
間で戦争がはじまり、大規模な要塞に建設され多くの人が配置されたという伝承もある。現
在では、ナムイ＝チベット族は漢族及び彝族と広く通婚している。 
涼山彝族自治州のナムイ＝チベット族の中には、「ナムイ」という語が「ナム」が”黒”、
「イ」が”人”から構成されていることを根拠に、自分たちの祖先が彝族と関係があると信
じている者が少なくない。歴史的にはボン教を信仰していたと主張する者もいるが、現在ボ
ン教寺院は一つも存在しない。各家族で信仰する山をもち、家族が死亡すると死者の加護を
目的に山羊・羊・豚などの家畜を殺し神に捧げる。 
 超自然的存在の表象としてナムイ＝チベット族は、ナムイ語で Rmupu と称される白石
祀る習慣があるが、白石を深山から採取して持ち帰り、屋根の東端に 3 個または 5 個か 7 個
置く。その際オンドリ・ヤク・メンヨウのいずれか生贄とし、Hpapi と称される宗教職能者
が経文を唱える。この他に、樹神及び山神が重要な宗教的存在となっている。 
本論文では、四川省涼山彝族自治州冕寧県連合郷（東経 101° 42’ 10”〜 101° 5σ30” 北緯 
28° 8 ’ 0 ” 〜 28°19’ 58” ）にて 2004 年 9 月から 2013 年 8 月にかけて筆者が現地調査によ
り断続的に収集した言語データを用いる。主要コンサルタントは、1978 年連合郷生まれの
ナムイ＝チベット族の女性（1983 年生）である。 
ナムイ語に関する研究は、中国の言語学者により断片的なものが公表されているのみで、
音韻・形態・統語に関する体系的な記述的研究は、これまで全く発表されていない。民話や
語彙等も出版されているが、記述に問題点が散見される。本論文は、ナムイ語の全体像を慶
名することを目指し、歴史的背景や社会言語学的背景も含め、可能な限り多くの現象につい
て触れつつ網羅的な記述を行った。論文の本体は、文法記述、更に付録として親族名称の一
覧、テキスト、語彙集を巻末に収録した。本論文の目次は以下の如くである： 
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第一章「序論」では、本論文での議論を展開するにあたっての基本的な事項の説明や定義
を行った。本論文で扱うナムイ語の系統的位置づけや話者の置かれた社会状況などについ
て概説した。先ず、ナムイ＝チベット族の分布・歴史的背景等を解説した。詳細は本要約の
冒頭に記したとおりである。次に、シナ＝チベット諸語研究史としてシナ＝チベット語族
（Sino-Tibetan Language family）に関する研究の沿革をまとめた。シナ＝チベット語族
は、漢語派（Sinitic）とチベット＝ビルマ語派（Tibeto-Burman）からなり、広域に分布する
ものである。かつて西田龍雄教授が「シナ＝チベット語族と称される言語グループは、その
ような包括的な名称が与えられているにも拘わらず、そこに所属する諸言語相互の言語系
譜的な関係が、いまだ比較言語学的に十分に証明されていない語族である」と述べたが（「チ
ベット語・ビルマ語語彙比較における問題」『東方學』第十五輯 :64-48、1957 年）、この状
況は現在でも当てはまり、作業仮説の域を出ていないとする者もいる。続いてチベット＝ビ
ルマ諸語の研究史について概観した。また、西蕃諸語の研究史を簡潔にまとめた。西番に関
する研究では、先ず言語学的な関心が内外の研究者の注目を集めてきた。西番諸言語はチベ
ット＝ビルマ語派のなかのチベット語系と羌語系の中間に位置する要素をもっており、西
番諸言語（羌藏語とも）は「チベット＝ビルマ語群言語の中で、もっとも古い形態を保持し
ているのではないか」（西田 2000：22）とされるからである。ナムイ語に関する先行研究は
中国の研究者によるものが数点あるが、いずれも断片的なもので言語を一つの体系とする
視点に欠けた記述である。本論文で扱う冕寧方言についても中国国内での研究があるが、本
論文で試みた包括的な記述は本邦初のものである。最後に、冕寧県連合郷における社会言語
学的状況として、言語使用の実態を中心に考察した。本庁によって、老年層・中年層は共に
ナムイ語・彝語を流暢に操るが、若年層は彝語こそ家庭で耳にすることが少なくないが、ナ
ムイ語にいたっては日常会話も覚束ないレベルであること、若年層にとって漢語が一番表
現が豊かになる言語であり、且つ言語的に価値あるものと認識していること、特に若年層は
無意識的にコードミクシングの形式を避ける傾向があり、なるべく純粋型で話そうとする
こと、等が判明した。 
第二章「音論」では、ナムイ語の音声記述・音素体系を記述し、音声、音素、超分節音素
について分析結果を提示した。特に 4 つのトーン及び語声調（word tone）の振る舞いにつ
いては詳細に記述した。先ず、先ずナムイ語の音声を記述した後、本論文を通じて使用する
音韻表記を提示した。チベット＝ビルマ語派という観点からすると、ナムイ語の音韻体系は
やや複雑な部類に属すると言い得る。ナムイ語には多数の子音が存在するが、本論文で対象
とするゾロ方言には、44 の音節頭子音（simple initial consonants）と 25 の音節頭子音結合
（initial consonant clusters）が存在することが明らかになった。ナムイ語には 10 の音素母音
があり、基本的に[i]は/i/、[e]は/e/、[ɛ]は/ɛ/、[ɿ, ʅ ɯ]は/ɨ/、[y]は/ʉ/、[ə]は/ə/、[a]は/a/、[u]は
/u/、[o]は/o/、[ɔ]は/ɔ/と解釈する。音韻的に母音に長短の区別は無いが、第一音節の母音は
感情的な目的で延ばされることがある。またナムイ語にはそり舌母音及び鼻音化母音も見
られる。鼻音化母音に関しては、2 つの鼻音化母音、/ĩ/と/ũ/がある。これらの音素は/h/との
み共起する。/hĩ/のチベット＝ビルマ祖語（Proto-Tibeto=Burman）の*gya-であることが判明
した。ナムイ語における鼻音化母音/ĩ/は、Matisoff（1975）で提唱された「rhinoglottophilia」
という現象によるものであり、h-の後で声門音と鼻音が繋がって発音されることによるもの
であると筆者は考える。 
 
PTB      Nàmùyì 
*gyat      Rhĩ   [hĩ ˨˥]     ‘eight’ 
*gya       Hhĩ   [hĩ˥]     ‘hundred’ 
 
一方、/ũ/はチベット＝ビルマ祖語の接頭辞 s-がついているものに見られるようだが、管見
の限り以下の 1 例しか観察されていない。 
 
PTB      Nàmùyì 
*s-mul     Lhũ   [hũ˩]    ‘fur/body hair’  
 
 また筆者のデータを見る限り、以下のような対応関係が確認された： 
 
PTB      Nàmùyì 
*a   >     i 
*gla       Fgi   [gi˥˨]    ‘mother’ 
*za        Fji   [ʑi˥˨]    ‘son/child’ 
*wa       Lvi   [vi˩]    ‘snow’ 
*ra        Lyi   [ji˩]    ‘rightside’ 
 
PTB      Nàmùyì 
*ya   >    ə 
*hya      Frə   [rəi˥˨]    ‘field’ 
*dzya     Fndrə  [nɖə ˥˨]  ‘eat’ 
 PTB      Nàmùyì 
*a   >     a 
*ŋa       Hŋa   [ŋa˥]    ‘1sg’ 
*ma       ma   [ma]    ‘negative’ 
*ta        Ltha   [tha˩]   ‘negative imperative’ 
*ka        Fqha  [qha˥˨]   ‘interrogative’ 
 
また二重母音・三重母音について触れた。 
次に子音体系について各音素について詳細な解説を施した。単純子音について触れた後、
音節頭子音結合についてまとめた。 
声調に関しては紙幅を費やして解説した。ナムイ語の声調に関する先行研究（孙宏开によ
る研究（木里方言）、黄布凡・仁增旺姆による研究（木里方言）、刘輝強による研究（冕宁方
言））を提示したのち、筆者による本研究で対象とするナムイ語ゾロ方言の声調を同定する
ために音響分析を施した。音響分析の手順、被験者、発話材料と録音手順、分析、正規化の
方法、使用したテスト単語を提示した後、分析結果を持続時間、オンセットとピーク、声調
値を確認した結果、当該方言には 4 つの声調が存在し、所謂語声調言語（word-tone language）
であることが明らかになった。詳細は以下の通りである： 
本研究でのナムイ語ゾロ方言の各声調の声調値を特定する音響実験の結果は、以下のよ
うに要約できる： 
 
単音節語 多音節語の声調値 
声調値 語頭音節 語中音節 語末音節 
55 55 55 55 
54 55 33 22 
24 11 55 22 
11 11 11 33 
表 2.4 ナムイ語ゾロ方言の多音節語のピッチパターン 
 
上に与えられた音韻データをもとに、ナムイ語の 4 声調の F0 軌跡について以下のよう
に音韻論的にまとめることができる。 
 monosyllabic   disyllabic   trisyllabic      quadrisyllable 
1.    HH           HH         HHH          HHHH 
2.    HM           HM        HML           HMML 
3.    LH            LH         MHL          MHLL 
4.    LL            LM         LLM          LLLM 
 上記のデータからわかるように、本言語のデフォルト声調は L である。ナムイ語では、複
合において、複合語の 2 番目の構成要素は元の声調の特性を失う。つまり、ピッチのプロフ
ァイルは最初の構成要素の軌跡の特性によって決定されるか、または、ある一様な声調にな
る。接尾語による単語構成の領域において、接尾語は特有の声調素性をもつことができない。
すなわち、そのピッチプロファイルはそれに先行する語幹のピッチ軌跡によって完全に決
定されるか、または、すべての接尾語がある中立的で一様なピッチ軌跡をもつ。この意味で、
ナムイ語ゾロ方言を語声調言語（word tone language）と呼ぶことができる。 
自律分節音韻論の枠組みで声調を分析すると以下の如く声調規則が得られる： 
a. デフォルト声調は L である 
b. 声調の消去・中立化 
非語頭音韻から声調を消去する。 
c. 声調の関連づけ 
声調を音節に 1 対 1 で、左から右に関連づける 
d. 声調の任意的な関連づけ 
音節が声調の数より多い場合は、最後の声調を余分な音節に拡張する。 
e. 任意的な声調の関連づけ 
声調が音節の数より多い場合は、余分な声調を最後の音節に関連づける。声調の分布に関
しては、声調 3 が本言語における習慣声調またはデフォルト声調というべきものであるこ
とが判明した。ゾロ方言の強勢及びイントネーションのパターンについては弁別的ではな
いが、習慣的なものが存在することが分かった。最後に、借用語音韻論に関して、漢語から
の漢字音の借用について、語頭子音、韻尾、声調についてそれぞれ例を提示した。 
第三章「語及び名詞形態論」では、形態論レベルの現象を記述した。ナムイ語における形
態論的現象には、接辞による派生、複合、繰り返し(reduplication) による派生がある。接
辞による派生、複合、繰り返しによる派生を扱った。続いて用いる品詞分類と分類の基準を
示した後、名詞や名詞句に関連する文法現象についての議論、あるいは、名詞句に付く助詞
の記述を行った。まず名詞句の構造を記述し、名詞の下位範疇の一つである代名詞について
論じ、やはり名詞の下位範疇の一つである数詞および助数名詞について論じた。また様々な
格標識を記述した。 
ナムイ語ゾロ方言で「語」に相当する形態素は‘Hsa’であるが、この形式は「発話におけ
るひとまとまり」を意味し、一語であったり、いくつかの要素で構成されていたり、あるい
は完全な句乃至は節であったりする場合もある。しかしながら、音韻と形態、意味特性、統
語機能の観点から、節と語を区別できるものと考える。本章ではこの点について述べた。 
ナムイ語のゾロ方言の語は、「通常の発話ではあいだに休止符を含む新しい要素を挿入す
ることができない最小の自由形態素」と定義し得る。語は少なくとも 1 つ（またはそれ以
上）の音節で構成される。たとえば、‘Lchi’（「1」）や‘Fvu’（「酒」）、‘Lg’ə’（「雌牛」）は、
それぞれ一音節に対応する 1 語である。また、1 つ以上の音節に対応する語も、‘Rhimi’
（「太陽」）、‘Rqhadri’（「椀」）、‘Hshugu’（「明日」）、などがあるが、これらは二音節で構
成されている。二音節の語では、最初の音節は通常、2 番目の音節よりも弱めに強勢をつけ
る。三音節の語では、最初の音節は通常、2 番目の音節よりも弱めに強勢をつけ、2 番目の
音節は通常、3 番目の音節よりも弱めに強勢をつける。多音節語の最後の音節の強勢が失わ
れると、その強勢は最初の音節に移るため、多音節語においては、強勢は最後の音節または
最初の音節に置かれる。しかしながら、強勢は弁別的ではない。 
語とは別に、ナムイ語ゾロ方言には接頭辞があり、これは後続する形態素と共に現れる。
接頭辞には方向接頭辞、否定接頭辞がある。 
語は意味的、形態統語的な性質にもとづいて種類分けできる。名詞、動詞、形容動詞（状
態動詞のサブクラスと見做す）は open class である。その他の、副詞、代名詞、数詞、数量
詞、類別詞、量詞、間投詞、語尾不変化詞などは closed class である。本章では、各語類の
形式と統語的役割について論じた。 
ナムイ語姓と漢語姓との対応はこれまで全く論じられてこなかったが、本論文では初め
て以下のデータを提示した。 
漢語姓  ナムイ語姓 
李   Rlontʙu, Lnjaka,  Rnjaku, Ragu,  Lhapa, Lnja la, Lmәrli 
   張      Rzridja 
   Lg’adzɨ  
蘭   Rlakhʉ,  Ljapa,  Fshu nga 
楊   Lyadzɨ,  Lpami 
韓   Fag’u 
伍   Rjɛ ntʙʉ 
趙      Lmbәr ngngәr 
吉   Fpaci 
冉      Rzrar ngәr 
饒      Ldrophi 
高   Lkoliga 
甘    Rchato 
書   Fkushu 
唐   Hha mbʉ 
穆    Ltakɛr 
布   Laphʉ,  Lmuji 
単   Lsha  ntʙʉ 
Rlontʙu, Lnjaka,  Rnjaku, Ragu,  Lhapa, Lnja la の間での通婚は可能である。また、Lnjaka,  
Rnjaku, Lmәrli 間の通婚は可能であることも初めて解明した。 
本章では格標示（後置詞）の形式と機能についても論じた。これは動詞と項、または項同
士の関係を標示するものである。文の主項の意味論的、語用論的な役割は、主に文の構成要
素の順序と以下の後置詞により表現される。 
1.   zero 主語 (agantive)・対格 (accusative)・所有者 (possessive)・着点 (goal)・場所
(locative)・時点(temporal) 
2. ko 属格 (genitive) 
3. pər 行為者 (agentive) 
4. dia 与格 (dative) 
5. mi 受益者(benefactive) 
6. mu 具格 (instrumental) 
7. ʉ 具格 (instrumental)  
8. khəsrɨ 具格 (instrumental)  
9. mu 奪格 (ablative)、変格 (translative) 
10. tahi 到格 (terminative) 
11. toto 到格 (terminative) 
12. suni 通格 (perlative) 
13. qolo 処格(内)(locative) 
14. diamo 処格(上)(locative) 
15. pər 処格(場所)(locative) 
16. tani 向格 (allative, location) 
17. luta 向格 (allative, direction) 
18. na 共格 (comitative) 
19. chomu 共格 (comitative) 
20. maza 比格 (comparative) 
 第四章「動詞形態論」では、ナムイ語の基本的語順を示し、さらに、本論文で用いる様々
な概念の定義を行った。引き続き、動詞や動詞句に関連する文法現象についての議論、ある
いは、動詞に付く助詞の記述を行った。ナムイ語は膠着語で SOV の語順を有する。しかし
ながら、述語が文末に立つという厳格な文法的制約に違反しない限り、その他の構成要素の
順序はかなり自由であることが解明された。動詞語幹の中にはチベット語系諸語とは明ら
かに系統を異にするものが存在し、また述語形式（助動詞）や助詞の中にはチベット = ビ
ルマ諸語の古い形式と同定できるものもあることが判明した。 
 ゾロ方言の動詞は、動詞がとる項の数に照らして、自動詞、他動詞、二重目的動詞、自他
動詞に分類できる。自動・他動両方の用法で同じ形態をとり、行為者に関する違いのみが文
中で起きる動詞もある。他動詞は使役構文を用いることにより、自動詞から形成することが
できる。他動詞は使役標示を付け加えることで、二重目的動詞にすることができることが分
かった。 
ナムイ語ゾロ方言には‘Rndji’という形式のコピュラが存在する。コピュラ‘Rndji’は
同定構文、等位構文、限定構文、疑似分裂構文に使われる。また、名詞化動詞のあとにもく
ることも可能である。多くの場合、連結詞補文または疑似分裂構文のなかの節が不定標識‘-
ci’をもつとき、コピュラは省略されることが判明した。 
アスペクト標示に関しては、前望相（prospective aspect）、起動相（inchoative aspect）
状態変化相（CSM of state）、継続相（continuative aspect）、完了相（perfective aspect）、
繰り返し（repetition）、未完了相（imperfective aspect）、反復相（iterative）、未完了相
（imperfective aspect）について例を挙げつつ解説を試みた。 
 第五章「複雑な構造」では構成素順序、疑問文、否定文、存在構文および所有構文、トピ
ック＝コメント構文などを概観した。 
 ナムイ語ゾロ方言の名詞句の最小構文は単独の名詞である。名詞は 1 つまたはそれ以
上の修飾語をとることができる。一般名詞（ComN）は常に固有名詞（PropN）に先行し、
特定名詞（SpecN）は総称名詞（GenericN）の前に生起し、代名詞（我々はこれを、属格
標示をとるかどうかにかかわらず、属格（GEN）と呼ぶ）は通常、それが修飾する名詞の
前にくる。形容詞（Adj）はそれだけで名詞を修飾するときはその名詞に続くが、形容詞＋
その他の修飾語が名詞を修飾するときは、形容詞は通常、名詞に先行する。指示詞＋類別詞
（DEM-CL）がそれだけで名詞を修飾するときは、その名詞に後続するか先行する。指示詞
は通常、他の修飾語も同じ名詞を修飾するときは、その名詞に後続する。数詞は類別詞
（NUM-CL）があとに来なくてはならず、それが修飾する名詞に続く。関係節（Rel）は名
詞句の主要部に先行または後続することが合は、数量類別詞を伴う指示詞はその名詞に後
続しなくてはならない。 
名詞句の主要部としての名詞の機能は別として、特定の文脈においては、指示類別句、助
数詞句と、（不）定標識により名詞化された特定の動詞は、名詞句の主要部として用いるこ
とができる。ナムイ語ゾロ方言の名詞句の最大構造を以下に示した。 
(GEN)+(Rel)+(Adj)+NOUN+(DEM+(NUM_CL)+(IN)DEF) 
 
ナムイ語ゾロ方言最小の動詞複合体は無標の動詞である。動詞は最高 4 つまで接頭辞―
禁止接頭辞、方向接頭辞、否定接頭辞、継続接頭辞―をとることができる。三人称許可接頭
辞は方向接頭辞と同じスロットで生起することがある。禁止接頭辞があれば、それはつねに
方向接頭辞および／または否定接頭辞の前に現れる。方向接頭辞があるときは、継続接頭辞
と否定接頭辞がともに動詞に先行し、否定接頭辞は方向接頭辞に後続し、継続接頭辞は否定
接頭辞に後続する。助動詞および／または「来る」／「行く」のような方向動詞はつねに本
動詞に後続する。前望標示が節にあるときは、助動詞の有無にかかわらず、それは本動詞に
生起する。相標示と組み合わさった人称標示ははつねに証拠標識の前に現れる。証拠標識が
あるとき、それは動詞複合体の最後の要素に生起する。 
使役接尾辞と繰り返し接尾辞、状態変化接尾辞、証拠接尾辞が一緒に動詞に後続するとき、
使役接尾辞は動詞の直後に続き、繰り返し接尾辞は使役接尾辞に続き、また状態変化接尾辞
に先行する。 
最大の動詞複合体構文は、以下のすべての構成要素を含むものであると考えられる： 
(PROH)-(DIR)-(NEG)-(CONT)-VERB-(CAUS)-(PROS)-(REP)-(CSM): (PM) 
 
ナムイ語では存在構文及び所有構文は以下のように 6 種類の存在動詞のうち一つが節の
末尾に現れることが分かった。 
(5.40)Ｆama    Fyoko   Rndjo      (animate) 
mother  home   exist 
'Mother is at home.' 
(5.41) Fnga-ko    Fasha   Ldja?    (general) 
1sg-GEN   where   exist 
'Where is my hat?’ 
(5.42) Hchi  Rmoga  Rdjıkʉ         (inanimate) 
3sg   power  exist 
'S/he has power.' 
(5.43) Hluqha-qolo  Rdrɨ    Ldjɨ      (liquid) 
bawl-LOC   water  exist 
'Water in the ball.' 
(5.44)Hnga  Lgudji              Lci-ja    Ldjo    (possession) 
1sg    younger.brother   one-CL  exist 
'I have a younger brother.' 
(5.45) Rrabi     Ldiamu  Rshipo   Fdiobʉ    Lndzje (plant) 
Mountain top.LOC  tree     many    exist 
'On the top of this hill there are a lot of trees.' 
 
最後の付録は参考資料である。親族名称図、筆者の収集になる当該方言で最も典型的なテ
キスト １篇を選んで挙げてある。つづいてナムイ語＝中国語＝英語の対照基礎語彙集を付
した。当該言語の資料はこれまで公刊されているものが少ないため、歴史言語学的研究にも
資するよう、中国語及び英語からも引けるように 3 種類の順序で提示した。 
ナムイ語基礎語彙から以下のことが判明した。以下の 4 つの指標（1) the existence of 
postalveolar 乃至は uvular 声母の有無、 2) retroflex 声母の有無、 3)apicopalatal と
laminopalatal を区別するか否か、 4) prenasalised initials の数）をたてることにより周辺
諸言語の語彙形式と対照させた結果以下のことが明らかになった：            
             1)   2)    3)   4) 
Ersu         -    +    +    0 
Namuyi      +    +    -    2 
Shixing      +    +    +    0 
Lusu        -     +    -    3 
Zhaba       +     +   -    1 
Queyu       -     -    -    0 
Guiqiong     -     +   +    3  
  
 これらが Proto-Qiangic からの innovation であるかまたは retention であるか、これらの
意味するところは今後の課題としたい。 
 本論文は記述言語学的研究という独立したものであると同時に、ナムイ語の言語学的諸
現象をより深く解明するため、また周辺諸言語との比較言語学的研究に発展させていく可
能性の基盤を与えるものでもある。本論文ではできる限り多くの言語学的現象についての
記述を目指したが、取り上げた現象は今後全てより深い解明がなされるべきものである。 
